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本号は特集⽛中枢神経・末梢神経の悪性リ
ンパ腫⽜ということで，基礎の神経科学者と
しては，臨床研究の最前線を読む貴重な機会
であった。筆者の若い頃は中枢神経にはリン
パ系はないとのことで，リンパ系の疾患は神
経系には縁遠い感じがしていた。しかし
2013年にロチェスター大学のネーデルガー
ドらが，脳のリンパ管系をグリンパティック
系として命名して以来，脳にもリンパ系があ
り，大切な役割を担っていることが明らかに
なりつつある。
リンパ管系は，2つの役割が知られている。
すなわち，◯1毛細血管から漏出した間質液を
回収してリンパとして運び，静脈に戻すクリ
アランス系としての役割，◯2異物を認識し活
性化した免疫細胞や抗原を末梢組織からリン
パ節へ輸送し，免疫を開始させる役割の 2つ
である。脳の中の老廃物，例えばアルツハイ
マー病におけるアミロイド � などの老廃物
は，グリンパティック系が脳外に排出して掃
除してくれれば，異常な蓄積を防げるのでは
ないかと期待されている。一方でこの系の働
きが低下すれば老廃物が急激に増加すること
になるわけである。
ネーデルガードらによれば，このようなグ
リンパティック系は，睡眠や麻酔などで脳の
活動が低下すると同時に，間質腔が拡大する
ようである。ただ，麻酔であればなんでもよ
いわけでなく，脳波にデルタ波など同期波が

出ていることが重要であるということもわ
かっている。推察であるが，多数の細胞が同
期して活動することは，細胞の活動に合わせ
た微妙な体積の変化などが同期するため，間
質腔変化により大きな影響があるのではない
かと思う。多数の細胞が同期化して，さらに
は，睡眠中の同期波は大脳皮質を伝搬しなが
ら移動することも知られているので，結果と
して，単に体積効果だけでなく，同期的なダ
イナミックな変化がクリアランスを促進する
のではないだろうか。
ゆっくりとした振動と言えば，メイヤー波
と呼ばれる約 10秒周期の血圧変化が知られ
ている。これは脳活動にも循環器系にも認め
られる振動で，交感神経系と副交感神経系の
バランスの変動を反映したものである。この
ような系のゆらぎが安静時には見られるが，
状況により見えにくくなる。覚醒時は，状況
に適応するために，まずは神経系の働きで外
界に適応することが最優先で安静時の振動は
背景化され見えなくなる。一方で，安静時や
睡眠時には，脳-身体の維持活動，老廃物のク
リアランス，記憶の固定化などが行われてい
ることになるのであろう。そのように考える
と，まずはよい睡眠を確保することが健康維
持の基本となる。今日は夜ふかしせずに早く
寝ることにしよう。

（虫明 元)
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